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研究成果の概要（和文）： 本研究では小児のHIV感染者の口腔内の健康が全身の健康に与えるインパクトを、介
入群のHIV感染者、対照群のHIV感染者、対照群のHIV非感染者の比較により明らかにする。プノンペン市におい
て小児のHIV感染者に対し、約2年間の口腔衛生セミナー受講と日常的なケアの介入を行う、ランダム化比較試験
を行った。
　口腔衛生介入を受けた児では、永久歯におけるう蝕数とHIVのウイルス量、唾液量と生活の質に介入前後で正
の関連が示唆された。介入の結果、HIVに感染した児において、口腔衛生状態の改善が、全身の健康状態の改善
に関係している可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）： This study examined the impact of oral health intervention on overall 
health in children living with HIV, by comparing HIV-positive intervention group, HIV-positive 
control group, and HIV-negative control group. A randomized controlled trial was conducted in Phnom 
Penh City with children living with HIV. They attended oral hygiene seminars together with their 
caregivers and performed daily oral care for approximately 2 years.
　The intervention group showed a positive longitudinal association between number of caries in 
permanent teeth and viral load, also between salivary flow and quality of life. Results of the 
intervention suggest that improved oral hygiene may be associated with improved overall health 
status in children living with HIV.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまでAIDS発症を抑制する方法はARTがメインであった。しかし口腔ケアがAIDS発症の抑制や全身の健康に
関係があることを示すことができれば、服薬遵守が低くなりがちな小児においても、口腔ケアにより健康状態を
改善する可能性を追究する重要な意義を有する。
　また本研究では児の栄養状態や生活の質にも着目し、疾患が抑えられるだけでなく、口腔ケアがHIVに感染し
ている児の質的な健康にも寄与するかを合わせて調査する。本研究は「HIVに感染している児の健康な成長」と
いう、小児HIVの新たな研究エリアへの可能性に寄与する研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
(1) 抗レトロウイルス薬療法（ART）は、小児の HIV 感染者の予後を急速に改善した。ART 導入
以前は HIV に感染した小児の 50％が 2 歳まで生き延びられないとされてきたが、現在では
多くの児が青年期を迎えるまでに成長している。他方で生存期間は延びたものの、HIV 感染
児の健康な成長や生活の質（Quality of Life）への関心はいまだ低く、対策の遅れが課題
となっている。 

 
(2) カンボジアは東南アジアでも HIV 感染率が高い国とされている（0.6%）（2014 年）。国内の
15 歳未満の感染者数は、大都市を中心におよそ 6000 人に上り（2014 年）、成長した小児の
HIV 感染者における心身のケアが重要となっている。さらに口腔衛生に関しては 6歳未満児
のう蝕有病率は 93%と極めて高く（カンボジア保健省,2011）、同国の保健政策でも改善すべ
き課題となっている。HIV 感染者においては非感染者よりも口腔疾患のリスクが高いことか
らも、カンボジアにおける小児の HIV 感染者の口腔衛生の問題は今後深刻化するものと考
えられる。 

 
(3) 一般に小児の口腔内の健康は、感染症、免疫力、栄養状態、認知機能など全身の健康と密接
に関わっていることが分かっている。しかし小児の HIV 感染者における口腔と全身の健康
に関する研究はまだほとんど明らかにされておらず、児の口腔内が健康であることが、AIDS、
免疫力、栄養状態、生活の質などの改善に関係するかどうかは解明されていない。もしこれ
が解明されれば、HIV 感染児にとって困難な服薬治療を補完する方法として、口腔ケアが一
定の役割を担うことが期待される。 

 
２．研究の目的 
本研究では小児の HIV感染者の口腔内の健康が全身の健康に与えるインパクトを、介入群の

HIV 感染者、対照群の HIV 感染者、対照群の HIV 非感染者の比較により明らかにする。具体
的には以下のことを調べる。 

 
(1) 介入群の小児に対し、口腔ケアを強化する介入が、口腔及び全身の健康、並びに口腔衛生行
動の改善に有効であるかを、対照群との比較で調査する。 
 

(2) 介入群において、介入前後の口腔衛生状態の改善が全身の健康状態の改善と関連があるか
を調べる。 

 
３．研究の方法 
(1) 本研究はランダム化比較試験である。研究サイトはカンボジア国プノンペン州である。研究
対象者は 3～14 歳の HIV 感染者と非感染者であり、介入群の HIV 感染者（グループ A）、対
照群の HIV 感染者（グループ B）、対照群の HIV 非感染者（グループ C）に分けられる。 
 

(2) ベースライン調査では 482 人（グループ A：160 人、グループ B：168 人、グループ C：154
人）が参加した。また、エンドライン調査には 350 人（グループ A：131 人、グループ B：
125 人、グループ C：94人）が参加した。 
 
(3) ベースライン・エンドライン調査では、質問紙調査、カルテ情報、口腔内の検査、体重・身
長の計測により以下の項目について調査した。 

 
① 全身の健康状態： HIV のウイルス量、BMI for age、height for age、全身の健康に関
する Quality of life 
② 口腔内の健康状態：う蝕数、唾液 pH、唾液量、debris index、口腔に関する Quality of 
life 
③ 口腔衛生習慣：歯磨き頻度、磨き時間、歯痛による治療頻度、保護者の仕上げ磨き 
 

(4) 介入期間は約 2 年間であった。グループ A の児と保護者に対して 4 ヶ月ごとに口腔衛生セ
ミナーを実施した。また、自宅での日常的なオーラルケアを実施してもらうため、歯ブラシ、
歯磨き粉、フロスを渡した。オーラルケアの実施状況について、ノートに記録してもらった。 

 
この他、研究方法の詳細はプロトコル論文に示した（Kikuchi et al., 2018）。 
 
 
４．研究成果 



(1) ベースライン調査の HIV 感染者のデータを分析した結果、永久歯及び乳歯のう蝕数と HIV
の検出（≥40 copies/ml）とに関連があった（AOR:1.07, 95% CI: 1.01-1.14）。HIV が検出
された児のうち、永久歯及び乳歯におけるう蝕と 1000 copies/ml 以上のウイルス量とは正
の関連があった（AOR:1.12, 95% CI:1.03-1.23）（以上すべて Kikuchi et al., 2021a）。上
記より、小児の HIV 感染において、う蝕などによる口腔衛生状態が悪いことと、ウイルス検
出による状態の悪さとに関連が示唆された。 
 

(2) ベースライン調査の全データを分析した結果、HIV 感染者であることと、永久歯のう蝕
（AOR:1.85, 95％ CI:1.14-3.01）に正の関連があった。また HIV 感染者であることと唾液
量 (β=0.72, 95% CI: 0.44 to 1.00)とも正の関連があり、唾液 pHと負の関連があった
(β=−0.13, 95% CI −0.24 to –0.02)（以上すべて Kikuchi et al., 2021b）。以上より、HIV
感染は非感染者より永久歯のう蝕リスクが高いことが示唆された。 

 
(3) ベースラインとエンドライン調査の結果、介入前後の歯磨きの時間の長さに関して、グルー
プ Aはグループ B及びグループ Cに対して交互作用があった（それぞれ AOR = 2.69, 95% 
CI: 1.37–5.31、AOR = 3.78, 95% CI: 1.70–8.40)。グループ Aにおいて、永久歯のう蝕数
とウイルス量に縦断的な関連があった（AOR: 3.58, 95% CI: 1.10 − 11.73）。唾液量と生
活の質に縦断的な関連があった(β = 0.07, 95% CI: < 0.01 − 0.13)（以上すべて Kikuchi 
et al., 2023）。以上より、オーラルケアに関する介入により、HIV 感染者の歯磨き行動に
改善がしめされた。また、介入群において口腔衛生状態と全身の健康状態の変化に関する関
連が示唆された。 
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